















































































     父上の思い出を語られる深川氏（写真中央） 
 
 
４．築100 年愛大公館特別展ほか記念行事 
2012年、愛知大学公館は築100年を迎えた。こ
の愛大公館特別展によって、大変多くの方々が記
念館に来館されました。さらに、今回一般の方に
は初となる公館内部の見学会をこの100年の節目
に実施できたことは、とても意義があったと思われ
る。 
 
特別展初日。入り口には多くの来館者であふれました 
ほかに、2013年は岸田吟香生誕180周年という
ことで、豊田市郷土資料館による企画展の開催に
あたり、当センターの展示品である愛知大学校章
の利用申請を受けた。岸田吟香の孫・劉生氏の弟
子である高須光治氏による作品というつながりか
ら依頼いただいたもので、当センターにとっても
岸田吟香氏は大変重要な人物である。 
以上、2012 年度の記念センターでの出来事の
一部を私の視点から紹介したが、この記念センタ
ーを含む大学記念館という場所は、学生にとって
は出身大学のルーツをめぐる場所であり、また書
院の関係者にとっては過去の偉人の足跡を思い
めぐらす場所であり、地域の方々にとっては展示
の品々や、当時の建物に触れて地元の文化遺産
を再発見することができる場所だと思われる。 
最後に、2013年は日越国交40周年ということで、
日本とベトナムとの交流についてスポットが当てら
れている。その点で、東京同文書院に関して研究
者やマスコミより、問い合わせが多くあった。今後
そういった方面で新たに記念館・記念センターが
注目される機会が増えることを期待しつつ、さらに
多くの方々に来ていただける企画をし、実施して
いきたい。 
